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平成18年（第２回）山鹿市議会５月臨時会会議録   

 

議 事 日 程 

 

平成18年５月16日（火曜日）午前10時開会 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第95号 専決処分の承認を求めることについて 

         （平成17年度山鹿市一般会計補正予算（第10号）） 

   議案第96号 専決処分の承認を求めることについて 

         （山鹿市税条例の一部を改正する条例） 

   議案第97号 専決処分の承認を求めることについて 

         （山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例） 

   議案第98号 専決処分の承認を求めることについて 

         （山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

   議案第99号 平成18年度山鹿市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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27番  高 口 功二郎 君   
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29番  古 田 信 助 君   

30番  丸 山 康 昭 君   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

説明のため出席した者 

市      長     中 嶋 憲 正 君   

収   入   役     永 田 忠 晴 君   
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経 済 部 長     藏 原 栄 一 君   
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教 育 部 長     八木田 達 博 君   
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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午前10時02分 開会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（高野誠二君）   

 おはようございます。ただいまから平成18年（第２回）山鹿市議会５月臨時会を

開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議事に入ります前に、５月10日にご逝去されました山鹿市名誉市民、松野頼三先

生の数々のご功績に感謝を申し上げ、ご冥福をお祈りし、謹んで黙祷を捧げたいと

思います。ご起立をお願いいたします。 

 黙祷。 

［黙祷］ 

○議長（高野誠二君）   

 黙祷を終わります。 

 ありがとうございました。ご着席願います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（高野誠二君）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、森芳顕議員、家入憲隆議員を

指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２ 会期の決定   

○議長（高野誠二君）   

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（高野誠二君）   

 ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３ 議案第95号～議案第99号 

○議長（高野誠二君）   

 日程第３、議案第95号から議案第99号までの全案件を一括議題といたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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 議案第95号 専決処分の承認を求めることについて 

       （平成17年度山鹿市一般会計補正予算（第10号）） 

 議案第96号 専決処分の承認を求めることについて 

       （山鹿市税条例の一部を改正する条例） 

 議案第97号 専決処分の承認を求めることについて 

       （山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例） 

 議案第98号 専決処分の承認を求めることについて 

       （山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

 議案第99号 平成18年度山鹿市老人保健事業特別会計補正予算（第１号） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（高野誠二君）   

 提案理由の説明を求めます。西田総務部長。 

［総務部長 西田秀行君 登壇］ 

○総務部長（西田秀行君）   

 おはようございます。 

 議案第95号 専決処分の承認を求めることについて、ご説明申し上げます。 

 本案は、地方自治法第179条第１項の規定に基づき、平成17年度山鹿市一般会計

補正予算第10号を専決第３号として平成18年３月31日に専決処分しましたので、同

条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求めるものであります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。補正の款項の区分及び当該区分ご

との金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 11ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、コミュニティ助成事業追加分の補助内示に伴う財源組み替えの補

正でございます。本事業につきましては、このコミュニティ助成事業の制度上の予

算措置であります。組替額は120万円です。なお、歳出につきましては、既決予算

により天体望遠鏡３台を購入いたしております。 

 以上、説明を終わります。よろしくご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第96号 専決処分の承認を求めることについて、ご説明いたし

ます。 

 本案は２ページに掲げております専決第４号により、山鹿市税条例の一部を改正

する条例を、平成18年３月31日に専決処分いたしましたので、これを報告し承認を

求めるものです。 

 専決の理由は、地方税法の一部を改正する法律が、平成18年３月31日に公布され、
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同年４月１日から施行されることとなり、その措置に急施を要するため、地方自治

法第179条第１項の規定に基づき専決処分をしたものです。 

 ３ページをお願いいたします。 

 山鹿市税条例の一部を改正する条例です。 

 まず、本案の説明の前に、平成18年度税制改正の概要について、ご説明をしたい

と思います。現下の経済・財政状況を踏まえ、持続的な経済社会の活性化を実現す

るためのあるべき税制の構築に向けた改革の一環としまして、１点目に、所得税か

ら個人住民税への本格的な税源移譲を行うため、個人住民税の税率の見直しがなさ

れました。２点目に、定率減税の廃止。３点目に、固定資産の評価がえに伴う土地

に係る税負担の調整、４点目にたばこ税の税率の引き上げ等について、所要の改正

を行うこととされたものであります。 

 ２行目の第24条は、個人市民税の均等割非課税限度額の範囲について定めたもの

で、生活扶助基準額の改正を踏まえ、見直されたものです。所得金額の合計額が28

万円に本人、控除対象配偶者及び扶養親族の合計数を乗じて加算する金額以下、の

加算額17万6000円を16万8000円に改めます。 

 第31条第２項は、法人市民税の均等割を定めたもので、「資本等の金額」を「資

本金等の額」に改めます。 

 第34条の２は、所得控除を定めたもので、「損害保険料控除額」を改変いたしま

して「地震保険料控除額」が創設されたため、改めるものです。掛金の２分の１を

控除するものです。 

 第34条の３は、所得割の税率を定めたもので、課税所得に３％、８％、12％の

３段階の税率でありましたが、これを６％として、一本化するものです。 

 第34条の４は、法人税割を定めたもので、条の入れ替えです。第34条の６は、所

得税と個人住民税の人的控除額の差に基づく負担増を調整するため設けられました。 

 第１号の課税所得が200万円以下である場合は、人的控除額の差の合計額と個人

住民税の課税所得金額のいずれか少ない額の３％を、所得割額から控除するもので

す。 

 第２号の課税所得200万円超の場合は、人的控除額の差の合計額から200万円を超

える課税所得の差の３％を所得割額から控除するものです。 

 第34条の７は、条の整備であります。 

 第34条の８は、配当割額又は株式等譲渡所得割額の控除を定めたもので、配当割

額の控除割合100分の68を５分の３に改めます。又、還付すべき税額が発生した場

合は均等割・所得割間、市県民税の間での充当ができる旨を規定したものです。 

 ４ページをお願いいたします。中段になります。 
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 第36条の２は市民税の申告について定めたもので、条文の整備です。 

 第53条の４は、分離課税に係る所得割の税率を定めたもので、所得割の税率同様

６％の１本とするものでございます。 

 第57条、第59条、第61条は条項の整備です。 

 第95条は、たばこ税の税率を定めたもので、1000本につき2743円を3064円とする

ものでございます。 

 これまでが本則の改正でございます。以下は、附則の改正であります。 

 附則第２条の４は、条の整備を行います。 

 附則第５条は、個人市民税の所得割非課税限度額の範囲を定めたものですが、所

得金額の合計額が35万円に本人、控除対象配偶者及び扶養親族の合計数を乗じ、加

算する金額以下、の加算額35万円を32万円に改めます。 

 附則第６条は、居住用財産の買いかえ等の場合の譲渡損失の損益通算及び繰越控

除、５ページになりますが、附則第６条の２は、特定居住用財産の譲渡損失の損益

通算及び繰越控除。附則第６条の３及び附則第７条は、それぞれ条項の整備です。 

 附則第７条の２は、削除です。 

 附則第７条の２の次に、附則第７条の３としまして、税源移譲による住宅ローン

減税の影響を調整するため個人市民税の住宅借入金等特別税額控除が加えられます。

平成20年度から28年度までに限り、所得税における住宅借入金等特別税額控除額に

よって算出した一定の金額につき、５分の３に相当する金額を所得割額から控除す

るものでございます。又、その申告について定めたものです。 

 附則第８条は、肉用牛の売却による事業所得に係る市民税の課税の特例を定めた

もので、税率を１％から0.9％に改めるものです。 

 ６ページをお願いいたします。 

 附則第９条は、分離課税に係る所得割額の特例を定めたもので、退職所得に係る

特別徴収税額表を廃止するための条文整備を行うものです。 

 附則第10条の２は、新築住宅軽減の申告について、条文の整備と住宅耐震改修に

伴う固定資産税の減額措置の創設に伴う申告について定めたものです。 

 附則第10条の３は、条文の整備です。 

 附則第11条は、固定資産税の特例に関する用語の意義です。 

 附則第11条の２は、地価が下落した場合は、下落修正ができる規定です。 

 ７ページをお願いします。４行目になります。 

 附則第12条は、宅地等の課税の特例でありまして、それぞれ、適用年度等の整備

を行います。又、平成18年度から平成20年度までの土地に係る負担調整措置を定め

たものです。課税の公平及び制度の簡素化の観点から、負担水準が低い土地に対し



- 10 -   

て、その均衡化を一層促進する措置を講じるものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。中段の下になりますが、附則第12条の２でござい

ます。これは削除です。 

 附則第13条は、農地に係る固定資産税の特例を定めたもので、適用年度等の整備

を行います。附則第13条の３は削除するものです。 

 附則第14条及び第15条の２は、条文の整備を行うものです。 

 ９ページをお願いいたします。３行目になると思いますが、附則第16条の２は、

たばこ税の税率の特例を定めたもので、平成18年７月１日以後に売り渡し等が行わ

れた、たばこ税の税率2977円を3298円に、旧３級品のたばこ税の税率1412円を1564

円に改めます。 

 附則第16条の４は、土地の譲渡等に係る事業所得等に係る市民税の課税の特例で

ありまして、税率９％を7.2％に改めます。 

 附則第17条は、長期譲渡所得に係る市民税の課税の特例を定めたもので、税率

3.4％を3％に改めます。 

 附則第17条の２は、優良住宅地の造成等のための長期譲渡所得の特例ですが、課

税長期譲渡所得金額2000万円以下の場合、税率2.7％を2.4％に、2000万円を超える

場合の税率3.4％を３％に改めるものでございます。 

 附則第17条の３は、居住用財産の長期譲渡所得の特例ですが、課税長期譲渡所得

金額6000万円以下の場合の税率2.7％を2.4％に、6000万円を超える場合の税率

3.4％を３％に改めるものです。 

 附則第18条は、短期譲渡所得の課税の特例でして、税率６％を5.4％に、地方公

共団体等の譲渡の税率3.4％を３％に改め、第５項に読みかえ規定を整備します。 

 10ページをお願いします。中段になります。 

 附則第19条です。これは株式等に係る譲渡所得の課税の特例で、税率3.4％を

３％に改めます。附則第19条の２は、条項の整備です。附則第19条の３は、上場株

式等の譲渡の課税の特例で、税率２％を1.8％に改めます。 

 11ページをお願いします。３行目になりますが、附則第19条の４は、特定口座を

有する場合の計算の特例、附則第19条の５は、上場株式等に係る譲渡損失の繰越控

除、附則第20条は、特定中小会社が発行した株式の譲渡損失の繰越控除と特例の規

定ですが、それぞれ条項の整備を行います。 

 附則第20条の２は、先物取引に係る雑所得の特例で、税率3.4％を３％に改め、

条文を整備します。附則第20条の３も、条文の整備です。 

 附則第20条の４は、新たに追加されたもので、11ページ下段から13ページにかけ

て規定していますが、租税条約の適用がある場合における所得税と市民税の配分の
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ため、配当等に係る特例の必要な規定を整備するものでございます。 

 13ページでございますが、下段です。下から５行目になりますが、附則第21条を

削る規定は、定率減税の廃止でございます。別表を削る規定は、退職所得に係る市

民税の特別徴収税額表を廃止するものです。 

 第２条の一部改正は、読みかえ規定です。14ページをお願いします。 

 以下、附則としまして、第１条において、この条例は、平成18年４月１日から施

行するものでございます。 

 ただし、たばこ税については、平成18年７月１日、固定資産税等の申告等につき

ましては平成18年10月１日、市民税申告、分離課税の税率とその特例、退職所得の

特別徴収税額表、経過措置については、平成19年１月１日、所得割の税率、法人市

民税、調整控除、配当割額等の控除、住宅借入金等特別控除、肉用牛、譲渡所得の

特例等の適用につきましては、平成19年４月１日、地震保険料控除については、平

成20年１月１日と適用年度を定めたものです。以下、14ページから18ページにかけ

ては、市民税、固定資産税等の経過措置を定めたものです。 

 続きまして、議案第97号をご説明いたします。 

 議案第97号は、専決処分の承認を求めることについてでございます。専決第５号

により、山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例について、平成18年３月

３１日に専決処分いたしましたので、これを報告し、承認を求めるものです。 

 専決の理由は、議案第96号と同様でございます。 

 ３ページをお願いします。 

 山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例です。固定資産の評価がえに伴う土

地に係る税負担の調整について、都市計画税においても同様に取り扱うというもの

でございます。 

 ４ページをお願いします。附則がややこしくなっていますが、附則第13項、附則

第12項は、条項の整備と項の繰り下げです。中段の附則第11項を削る規定は価格下

落率が一定以上の場合の特例で、廃止のため削除するものです。 

 附則第10項から附則第８項の見出しまでの規定は、適用年度及び条項等の整備で

す。 

 附則第７項の次に２項を加える規定ですが、第８項、第９項は、固定資産税と同

様の取り扱いをするものです。 

 附則第９項は、商業地のうち負担水準が70％を超える土地にあっては、評価額の

70％を課税標準額とするものです。 

 ５ページをお願いします。 

 以下、附則としまして、この条例は、平成18年４月１日から施行するものです。 
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 続きまして、議案第98号 専決処分の承認を求めることについて、ご説明いたし

ます。 

 １ページをお願いいたします。本案は２ページに掲げております専決第６号によ

り、山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、平成18年３月31日

に専決処分いたしましたので、これを報告し承認を求めるものです。 

 これも、専決の理由は、議案第96号と同様です。 

 ３ページをお願いします。 

 山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例です。第２条第３項及び第14条

第１項の改正は、介護納付金賦課限度額を８万円から９万円に改めます。附則第

８項は、公的年金等に係る所得に係る国民健康保険税課税の特例の規定ですが、条

項の整備と附則第８項の次に４項を加えるため、項の繰り下げを行うものです。 

 附則第９項から附則第12項は、公的年金等控除の見直しに伴い、国保税の負担が

増加する高齢者に配慮するための措置です。 

 附則第９項は平成18年度分の公的年金所得に係る減額の特例の規定で、平成17年

１月１日において65歳に達していた者であって、平成17年度の個人住民税の算定に

あたり、公的年金控除の適用があったものについては、軽減の判定において所得税

法の規定によって計算した金額から28万円を控除するものです。 

 附則第10項は、平成19年度分の公的年金所得に係る減額の特例の規定です。附則

第９項同様、軽減の判定において、所得税法の規定によって計算した金額から22万

円を控除するものです。 

 ４ページをお願いします。附則第11項は、平成18年度分の公的年金所得に係る所

得割額の算定の特例を定めたもので、平成17年１月１日において、65歳に達してい

た者であって、平成17年度分の個人住民税の算定にあたり、公的年金控除の適用が

あったものについては、所得割の算定から13万円を控除するものです。 

 附則第12項は、平成19年度分の公的年金所得に係る所得割額の算定の特例を定め

たもので、附則第11項同様、公的年金控除の適用があったものについては、所得割

の算定基礎から７万円を控除するというものでございます。 

 附則第21項、５ページにかけての附則第22項を加える規定は、租税条約に係る利

子所得、配当所得等がある場合の条項の読みかえ規定であります。 

 以下、附則としまして、この条例は、平成18年４月１日から施行するものです。

よろしくご承認賜りますようお願いいたします。 

○議長（高野誠二君）   

 森市民福祉部長。 

［市民福祉部長 森 和芳君 登壇］ 
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○市民福祉部長（森 和芳君）   

 おはようございます。 

 議案第99号、平成18年度山鹿市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）につい

てご説明いたします。今回の補正予算の内容は、平成17年度の老人保健事業特別会

計決算見込みにおきまして、歳入が歳出に対して3060万9000円不足する見込みであ

りますので、地方自治法施行令第166条の２の規定に基づき、繰上充用を行うもの

です。 

 また、平成17年度の医療費給付金等の確定に伴う精算返納金です。 

 それでは補正予算書の１ページをお開き願います。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に3638万1000円を追

加し、歳入歳出予算の総額を79億1054万6000円とするものです。 

 続きまして、補正予算の内容につきまして、歳入歳出補正予算事項別明細書の歳

出によりご説明申し上げます。 

 ７ページをお願いします。 

 ３歳出、（款）諸支出金、（目）償還金の補正額577万2000円は、支払基金の医

療費交付金に係る前年度精算返納金4000円、それから事務費国庫補助金に対します

前年度精算返納金6万7000円、医療費県負担金に対する前年度精算返納金570万1000

円の内訳でございます。 

 次に、（款）繰上充用金、（目）繰上充用金の補正額3060万9000円は、平成17年

度の決算見込みにおきまして、歳入が歳出に対しまして3060万9000円不足する見込

みですので、平成18年度の歳入を繰り上げて、これに充用し、平成18年度の歳入歳

出予算に同額の繰上充用を行うものです。財源は国庫支出金です。今回の繰上充用

の主な要因につきましては、国庫負担金が通常の交付率を下回って交付されたため

によるものであります。 

 なお、この不足分につきましては、平成18年度に交付されるものです。 

 以上、歳入及び財源内訳について、概略説明申し上げましたが、総括といたしま

して歳入歳出補正予算事項別明細書総括表の５ページに掲載いたしておりますので、

ご参照の上ご審議賜りますようお願い申し上げまして説明を終わります。 

○議長（高野誠二君）   

この際、議案審査のため暫時休憩いたします。 

午前10時28分 休憩 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午前10時44分 開議 

○議長（高野誠二君）   
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（高野誠二君）   

質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

○議長（高野誠二君）   

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております全案件については、会議規則第37条第２項の規定

により、委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（高野誠二君）   

 ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会付託は省略することに決しました。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（高野誠二君）   

 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

○議長（高野誠二君）   

 これより採決を行います。 

 議案第95号から議案第98号までの４案件を一括採決いたします。 

 議案第95号から議案第98号までの４案件について、原案のとおり承認することに

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（高野誠二君）   

 ご異議なしと認めます。 

 よって４案件は、原案のとおり承認されました。 

○議長（高野誠二君）   

 次に、議案第99号について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（高野誠二君）   

 ご異議なしと認めます。 

 よって本案は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 ○ 癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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 閉 会 

○議長（高野誠二君）   

 これをもちまして、今期臨時会に付議されました案件の審議は全部終了いたしまし

た。 

 よって、平成18年（第２回）山鹿市議会５月臨時会を閉会いたします。 

午前10時46分 閉会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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